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【研究論 】 

の ワー ラ ン に する一考  

京学 大学 今井 実 

人 環 大学 今井  

 
要 旨 

年 ワー ラ ン は 会的 題となっているが の現場も例外ではない。

の ワー ラ ン は人材 産性 下 の の 下な を き 地

域にとっても大きな となりか ない。そのため の ワー ラ ン の

は の課題であると考えられる。本稿では の ワー ラ ン の

ワー ラ ン 加 の 理特性 ワー ラ ン の 理的 の

から の ワー ラ ン の現 と課題を考 した。 
 

1.  

ワー ラ ン （ 下 ワ ラ）は 的な を に 業 上必要かつ

当な を えた 動・行動によって に 的もしくは 的な を与えるこ

とである 1) 。 ワ ラは を に い けでなく ワ ラが発

している 場に する の 産性に を す可能性がある。そのた

め ワ ラは と加 けの 題でなく その地域の 力を うことにもな

り 地域活性化の になりか ない。なお わが国では 2020 年 6 に 施 の

的な 進 に の 用の 定 業 活の 実 に する （通 ワ

ラ ）が施行された。同 によって す ての事業 は ワ ラ に けた

置を るよう義 付けられており 1）事業 の方針 の明確化 その 知・ 発

2） に じ適 に するために必要な の整 3） 場における ワ ラに

る事 の かつ適 な 4）その他 て き 置の 4 が求められること

となった。このように 個人 けでなく事業 も めた ワ ラ の 発が求められ

ている。 

とこ で は同 から ワ ラを け すい であり 2) 3) 上 となる

・ ・ 先 が加 となり すい 4) 。わが国における の

ワ ラ事例をいくつか ると A の 性 は の 下に して他

の前で にわたって し 提 した資 を目の前で くといった 的 を
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与えたため 同 に して 1 か の 分が下された（ 崎 2021.3.27）。

B の 性 は を した 下の に して「年 を いす 」

「 が い は みをもらえなかった」な と 的に発 したため 同 に して

減 分が下された（ 産経 2019.11.24）。さらに ワ ラによって が自

に った事例も する。C の は 同 の から み会の 加の

要 個人的な用 の い り 「 よ」「 す」といった な を けたことによっ

て自 に った 1) 。また ワ ラの を けた が自 に らないまでも

に ることも されている 5) 6) 7) 8) 。 の は の人材

を き の 能 を高め の に を す 9) 。そし

て ワ ラの を けた は 能力の の の 下 タッフと

の 性が 下する 10) 。このように が ける ワ ラは人材 産

性 下 の の 下な 地域活性化の上で できない 題であることがうかがわ

れる。そのため の ワ ラ は地域 会において の課題であ う。 

そこで本稿では の ワ ラの ワ ラ加 の 理特性 ワ ラ

の 理的 の から により の ワ ラの現 と課題を考

する。 

 

2.  

ま の ワ ラの を て考 する。 

一 目は ワ ラ加 となる の 分な ー ング ルである。

は の と き うことといった特 の ッ ー 11) に さ

れており 理的な が高いことが示されている 12) 。そのため は

ッ ーに する高度な ー ング ルが求められる。 の

ー ングには ー ン 事 ラク ー ンといった 動的な

ー ングが られる 13) 14) が これらは ッ ーに する 的

な 方 ではない。また ワ ラ加 となる は の をいじめるこ

とで自分の 力 を しようとすることも されている 15) 。そのため ー ン

グ ルが 分な は 高 の ッ ーに え れ ワ ラをして

しまうのかもしれない。 上から に して 動的な ー ングの
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を 分に確保すると共に 特 の高 の ッ ーに する 題 的

な ー ング ルを さ るような支 が必要であ う。 

目は の 適 な指 の である。 人 は 先

から 的で 度の な の ワ ラに該当するような教育的でない指 を

けていることが されている 16) 17) 。実際に くの 学 は実 に ワ ラを

経 しているという がある 18) 19) 20) 。こうした に 学 は 的な経

現場での 藤に する能力が しているため ワ ラの となり すいこ

とが指摘されている 21) 。また の ワ ラは 場内で学 される 22) ͪΌ

適 な指 が 行する 場では それが当たり前として け れられ 適 な指 が

その 場の の指 として 性的に行われる可能性がある。さらに そうした 場で

は指 する 場にある も同 に 適 な指 を経 したことで適 な指 に

して し 位が下の 場である 人 学 の を 定するような

があるのかもしれない。 上から 指 する 場にある に して ワ ラ

の教育 適 な指 方 の研 な の教育 ムの が必要であ う。 

上のように の ワ ラの には ー ング ルの 分

さと 適 な指 の があると考えられる。 の ワ ラ には ワ ラ

の加 となり すい の 理特性を明らかにすることにより 指 する 場の

の 定 育成に活かす必要があ う。 

 

3.  

に限定した内 ではないが ワ ラ加 は自己愛的な人 があること 
23) がわかっている。自己愛性人 のある ワ ラ加 は 1） が自己 定

が いために自分に自 が てない 2）他 を く位置付けることで自分の

位性を 示する 3） が いために 求が高く 個人的 で行動すると

いった特徴を する 23) 。さらに 自己愛性人 の高い ワ ラ加 は 自分の

理 とは なる現実に する りを にぶつけて を ようとすることも指

摘されている 24) 。 上から においてもこのような 理特性を つ場 場

の い に して ワ ラをしてしまう可能性があるため 人 学

の指 に いていないと考えられる。 
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4.  

ワ ラが の に を すことは に い。例えば ワ ラの

は 的な と して うつ 4)  25)が することが指摘され

ている。また 年では ワ ラと 的外 （Post Traumatic Stress 

Disorder; PTSD）発 との も されている 26) 。PTSD は 高 度の ッ ー

を経 することによって に な を す。PTSD の には 自己

の 定的 知があり 自己の 小 価値 な の 的な い みで外

的 事に する 自 の を く。そのため ワ ラ は につい

て することを と じたり ワ ラの の を自己 し自 したりするよ

うな自己 定的な 考に り すいと考えられる。実際に ワ ラの を けた

の 7 は 「 しても してくれないと った」「 要なこと と わなかっ

た」「自分も いと った」といった理 で へ を訴えていないという も

ある 4) 。これらの結果から ワ ラの を けた は自己 に する 定

的 知が して 自ら を できないと考えられる。そのため ワ ラの

を けた 外の の人 が上 のような 理的 を考 して を け

た の に けた な の行動を こさなければならない う。 

 

5.  

ワ ラは 大な人 である。本稿で たように を に らしめること

もあり 場 地域に する 大な をもらす。しかし 年の が っている

場においては 理 けでなく も ワ ラへの が い可能性もある。その

ため 現 の 会において ワ ラが 化していることな の 知し ワ ラ

に取り組 でいく必要がある。 

 

用  

1) 「 ワー ラ ン ル から事 までの ポ

ー ド 4 」、2019 年 、 https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-

roudoukyoku/content/contents/001018002.pdf 、2023 年 3 19 日 照 

2) Farrell, G. A.、”Aggression in clinical settings: nurses' views—a IROORZဨXS�VWXG\”、Journal 
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